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研究課題名 炭酸ガス排出抑制型低温高酸素ポテンシャル高速新製銑法の開発

研究の概要等 現在の高炉の製銑温度より約 ℃低い ℃程度の温度で、かつ鉄鉱石が還元200 1350

する 気圧という高い酸素分圧下で 分以内に溶融銑鉄を製造する方法を明1x10 20-12

らかにし、そのプロセスを提案する。本研究では要素技術として、①炉高の低い炉

内の反応機構、②効率的な熱供給方法、③低温・高熱効率反応炉の基本設計、④ス

ラグを生成しない脈石成分の分離方法、および⑤連続的銑鉄製造方法を研究する。

本方法は溶鉱炉より低温でかつ速く銑鉄を生成させるという、一見反応速度論的に

は矛盾した方法である。これは鉄鉱石粉と炭材粉の表面状態及び接触状態を適切に

制御することにより克服が可能である。溶鉱炉は炉高が高く原料が塊であるため、

溶鉱炉内反応が平衡近傍で推移するのに対し、本方法では還元鉄の浸炭・溶融が固

体炭素との接触により高酸素分圧下非平衡状態で進行する。本研究では、この非平

衡状態を分析し制御する方法を研究する点が学術的な特色であり、それをたたら製

鉄から着想している点が独創的である。
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